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徳、田 廃大野正夫 小河久朗著
{東京大学院学部高知大学院学部京北大学院学ia;)

海海の資源や養般について初めて総情的

に取揚げた待望の書。ノリを.始めとする側

々の海泌養嫡の現状と将米展望から、 i車場

造成、利用法、海外での養先，((、新しい海藻

の養航法、新品符{形成の呪状まで、実に幅

広い観.a!.i.から論じ尽した海泌人門の決定版。

研究お・学生・養硝業 lj'の熱い~望に応え

て遂にflJ行.グ
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定価5，500円(送350円)
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界のHii:泌資源と生産量 v .~見在の
Hiî:泌 ~9il立 IV . i業場造成四.海外

の海泌養舶の別状V1II. ~毎泌養般の

将来と展望
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福代康夫・高野秀昭担 85判(上製函入)424頁

千原光雄・松岡数充 山 定価13.390円(〒360円)

赤i朝の発生を防除するだめlこは， 赤湖の発生原因と怠る種をできるだけ正確に分類，同定する，

ことガ必要である。本留は，主に日本近海および日本の海水績に出現する200植の赤潮生物を収

録しだものであり，その質量な顕微鏡写真，録画， 解説，文蝕等と共に，赤潮生物の分類 同

定lこ~\擁の密である。本密のえとなった「赤潮生物シート J (水産庁1979-1984)1<1:6年間にわだ

って集めたものを，舎回改めて分類群5lUに編集し，近年の新知見を加えて現状にあう曹とした。
〔特色〕収録種は，藍藻8種，クリブト漂2種.渦胞毛濠7日程.1王藩80種.ラフィド藻9極，
黄金色藻6種，ハブト藻41重，ユ ゲレナ藻8種，ブラシノ藻5種，緑藻T種原生動物2種の
言十20011重。 *1種見開き2頁にまとめられており，まず写真・図ガあり，続いて写真説明，和

文記載，英文記鍛，文献ガ記述されている。 *写真は研究者秘鹿のもの，および本書のため|こ

新しく製作した。 *写真・図1<l:A.B.C と記号ガ{寸けられ，利文説明ガ記されている。 *利

文記践は以下の特徴ガ配されている。 @細胞の性状，外形と大きさ @細胞縄造 @生殖法，

生活史 O生態と分布 @類似種との比較，分類学的位置，学名の変遷 @その他 〈皇内容男本〉
日

の生態日開共編 A5判(上製函入)640頁
定価13.184円(干410円)

1水界生態系における藻類の役割育費箔勝*2水界環演と涜類の生理藤田醤彦*3藻類の

生活圏一秋山優*4沼津値物ブランクトンの生産生態ー育資箔勝*5湖沼における値物ブラン

クトンの生産と動態坂本充*6自然界における藻類の窒素代謝 和田英太郎*7植物ブラン
クトンの異常漕殖飯塚昭二本8海藻の分布と環廃要因横浜康継*9河川底生藻類の生態一

小林弘*10汽水威の藻類の生態 大野正夫*刊主国軍藻類の生態 秋山優*12酒氷中の藻類の生

態星合孝勇*13濠類と水界動物の相互作用成田哲也*14藻のパソジン山本鐙子*15藻

類の細胞外代謝生産物とその生態的役割J 大和団結ー *16蕩類の生活史と生態 中原紘之*17

藻類群集の偶造と多嫌性 宝月政二

各童襲来に掲餓の多数の文献は読者にとって貴重な資料となろう。
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シートでみ~種の周定・分類

淡水藻類写真集
山岸高旺・秋山優編集

Photomicrogrophs of the Fresh-water AJgae 

B 5判 ・岳100シート・ルーズリーフ式
第1巻・第2巷書4.120円

送料360円
車3巻~第10巻書5.150円
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日本淡水藻図鑑
虞瀬弘幸 ー山岸高旺編 白本ではじめて創られ疋
本絡的怠図鑑。淡水漬類の研究者や7.1<に関係する

方々にとっては貴重な文献である。定価37.080伺
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学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布致しますので，学会事務局までお申し込み下さL、。(価格は送料を含む)¥

1. r藻類」パックナンバ一 価格，会員各号 1，750円，非会員各号3，000円， 30巻4号(創立30周年記念¥
増大号， 1-30巻索引付)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円，欠号:1-2号 4巻 1，3号， 5巻 1-2号，らー9

巻全号。

2. r藻類」索引 1ー10巻，価格，会員 1，500円，非会員 2，000円， 11-20巻，会員 2，000円，非会員3，000
円，創立30周年記念「藻類J索引， 1-30巻，会員3，000円，非会員4，000円。

3. 山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補. 1977. A 5版， xxviii + 418頁.山田先生の遺影・経歴・業績一覧・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文部，和文24)を掲載，価格 7，000円。

4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific. 

I. A. Abbott・黒木宗尚共編. 1972. B 5版， xiv + 280頁 6図版.昭和46年8月に札幌で開催された北太平洋産

海藻に関する日米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5. 北海道周辺のコンブ類と最近の増聾殖学的研究. 1977. B 5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行なわれ

た日本藻頬学会主催「コンブに関する講演会Jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。

Publications of the Society 

Inquiries concerning copies of the following publications should be sent to the japancsc Socicty of Phycology， 
Shimotachiuri Ogawa Higashi， Kamikyoku， Kyoto， 602 japan. 
1. Back numbers of the japanese journal of Phycology (Vols. 1-28， Bulletin of japanese Society of 

Phycology). Price， 2，000 Yen per issue for member， or 3， 500 Yen per issue for nonmember; pricc of Vol. 30， No. 4 
(30th Anniversary Issue)， with cumulativc index (Vols. 1-30)， 6，000 Ycn for member， or 7，500 Ycn for nonmembcr 
(incl. postage， surface mail). Lack: Vol. 1， Nos. 1-2; Vol. 4， Nos. 1， 3; Vol. 5， Nos. 1-2; Vol. 6-Vol. 9， Nos. 1-3. 
2. Indcx ofthe Bulletin ofjapanesc Society ofPhycology. Vol. 1 (1953)-Vol. 10 (1962)， Price 2，000 Yen for 

member， or 2，500 Yen for nonmember; Vol. 11 (1963)ーVol.20 (1972)， Price 3，000 Yen for membcr， or 4，000 Yen for 
nonmember. Vol. 1 (1953)ーVol.30 (1982)， Price 4，000 Yen for member， or 5，000 Yen for nonmember (incl. postage， 
surface mail). 
3. A Memorial Issue Honouring thc late Professor Yukio Yamada (Supplement to Volume 25， the Bulletin of 

japanese Society of Phycology). 1977. xxviii + 418 pages. This issue includes 50 articles (26 in English， 24 in 
japanese with English summary) on phycology， with photographs and Iist of publications of the late Professor Yukio 
YAMADA. 8，500 Yen (incl. postage， surface mail). 
4. Contribution to the Systematics of the Benthic Marine Algae of the North Pacific. Edited by 1. A. ABBOTT 

and M. KUROGl， 1972. xiv + 280 pages， 6 plates. Twenty papers followed by discussions are included， which were 
presented in the U .S.-japan Scminar on the North Pacific Benthic Marine Algae， held in Sapporo， japan， August 
13-16， 1971. 5，000 Yen (incl. postage， surface mail). 
5. Recent Studies on thc Cultivation of Laminar句 inHokkaido (in japanese). 1977. 65 pages. Four papers 

followed by discussion are included， which were presented in a symposium on Laminaria， sponsored by the Society， held 
in Sapporo， September 1977. 1，200 Yen (incl. postage， surface mail). 
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